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議会
1億1,556万円（1.2％）

町税
10億6,403万円
（10.9％）

町税
10億6,403万円
（10.9％）

繰入金
1億450万円
（1.0％）

繰越金
2億円（2.0％）

諸収入
3,547万円
（0.4％）

町債
5億1,120万円
（5.3％）

国庫支出金
9億2,047万円
（9.5％）

県支出金
10億4,659万円
（10.8％）

地方譲与税、
地方消費税交付金、
ゴルフ場利用料など
3億2,364万円
（3.3％）

地方交付税地方交付税
51億7,038万円
（53.2％）
51億7,038万円
（53.2％）

分担負担金、
使用料、
手数料収入など
3億5,114万円
（3.6％）

予備費
800万円
（0.1％）

総務費
11億240万円
（11.3％）　

衛生費
7億6,767万円
（7.9％）

農林水産業費
8億4,654万円
（8.7％）

商工観光費
1億9,358万円
（2.0％）

消防費
3億5,543万円
（3.6％）

公債費
15億8,665万円
（16.3％）

公債費
15億8,665万円
（16.3％）

教育費
5億8,056万円
（6.0％）　

災害復旧費
6万円（0.0％）

土木費　
9億7,211万円
（10.0％）

歳入
97億2,743万円

歳出
97億2,743万円

民生費
31億9,888万円
（32.9％）

民生費
31億9,888万円
（32.9％）

お
金
の
使
い
方

平
成
26
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

 
97
億
２
，７
４
３
万
円

　平成 26 年度一般会計当初予算が、第 10 回会議（3月定例会）

で可決されました。

　本年度より、昨年まで 10年間続いた合併特例措置が終了した

ことで普通交付税の段階的削減が行われますので、さらなる行

財政改革が必要になってきます。

　普通交付税については 1億 5千万円程度の減額を見込んでお

り、議会費、総務費、商工観光費、公債費が前年度対比でマイ

ナスになっています。

（千円以下を四捨五入しています。）

総　　額 152億4,659万円
　一　般　会　計 97億2,743万円
　特　別　会　計 55億1,916万円

特別会計内訳
国民健康保険 21億8,990万円
後期高齢者医療 1億8,580万円
介護保険 17億1,768万円
介護サービス 4,383万円
簡易水道事業 3億4,960万円
水道事業 7,849万円
下水道事業 8億3,622万円
上財産区 7,290万円
球磨郡障害者認定審査事業 1,029万円
球磨郡介護認定審査事業 3,445万円

＊水道会計は収益的支出と資本的支出の合計です。
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（10.9％）
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（1.0％）

繰越金
2億円（2.0％）

諸収入
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（0.4％）

町債
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（5.3％）
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9億2,047万円
（9.5％）

県支出金
10億4,659万円
（10.8％）

地方譲与税、
地方消費税交付金、
ゴルフ場利用料など
3億2,364万円
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（53.2％）
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分担負担金、
使用料、
手数料収入など
3億5,114万円
（3.6％）
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（11.3％）　

衛生費
7億6,767万円
（7.9％）

農林水産業費
8億4,654万円
（8.7％）
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（2.0％）
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（16.3％）
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5億8,056万円
（6.0％）　
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会計別の予算額
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一般会計当初予算への質疑（抜粋）

問
今
回
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
１

台
購
入
さ
れ
る
。
現
在
の

設
置
状
況
は
。
又
、使
用
方
法
は
町

民
に
周
知
で
き
て
い
る
の
か
。

答
公
共
施
設
で
は
役
場
を
始

め
、
28
箇
所
設
置
し
て
あ

り
、他
に
も
民
間
の
施
設
と
病
院
等

設
置
し
て
あ
る
。
使
用
方
法
は
、今

後
共
今
ま
で
以
上
に
周
知
徹
底
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

問
給
食
費
の
滞
納
分
徴
収
は

大
変
だ
と
思
う
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
23
年
度
、24
年
度
も
含
め
未

納
分
が
あ
る
の
で
、担
当
者

が
昼
夜
、土
日
関
係
な
く
徴
収
に
頑

張
っ
て
い
る
。

問
高
山
運
動
公
園
の
整
備
事

業
は
。

答
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
相
撲
場
等
、

排
水
が
悪
い
の
で
、排
水
処

理
対
策
等
、年
度
別
に
整
備
し
て
い

き
た
い
。

問
伝
統
芸
能
継
承
補
助
金
が

前
年
度
76
万
5
千
円
が
今

年
度
36
万
円
の
計
上
だ
が
。

答
申
請
の
あ
っ
た
団
体
に
対

し
て
、実
績
に
応
じ
て
計
上

し
て
い
る
。

問
最
近
自
転
車
事
故
に
対
し

て
の
保
護
者
へ
の
多
額
な

賠
償
金
が
請
求
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

た
が
学
校
で
は
保
険
加
入
の
把
握
は

し
て
い
る
か
。

答
学
校
に
専
門
の
方
に
来
て

頂
き
、自
転
車
の
点
検
も
兼

ね
て
保
険
加
入
の
徹
底
を
し
て
頂
い

た
。
今
後
共
、安
全
面
も
含
め
、保
護

者
、学
校
に
も
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
通
学
路
以
外
に
も
、暗
い
場

所
に
防
犯
灯
の
設
置
は
出

来
な
い
か
。

答
10
月
ま
で
に
、各
地
区
か
ら

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
、設

置
を
考
え
て
い
る
。

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

柳別府臼太鼓踊り

あさぎり中学校の駐輪場

高山運動公園グラウンド

上総合体育館

あさぎり中学校給食の様子
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問
認
知
症
高
齢
者
対
策
と
し
て

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
何
台
あ
る
か
？

答
現
在
は
１
台
が
稼
働
し
て
い

る
。
徘
徊
者
へ
の
早
期
発
見
・

事
故
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
学
童
保
育
）の
現
状
は
？

答
Ｈ
25
年
は
５
ヶ
所
、Ｈ
26
年
度

よ
り
６
ヶ
所（
上
学
童
ク
ラ
ブ

実
施
予
定
）年
２
５
０
日
で
６
ク
ラ
ブ

１
８
８
名
。

問
生
ゴ
ミ
事
業
拡
大
の
見
通
し

と
堆
肥
の
商
品
化
は
。

答
現
在
免
田
地
区
で
実
施
中
。
今

後
、今
井
・
堀
角
・
柳
別
府
に
拡

大
す
る
予
定
。
事
業
系
の
ご
み
が
増
加

傾
向
に
あ
る
た
め
生
ゴ
ミ
の
分
別
の
回

収
に
協
力
い
た
だ
く
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。
商
品
化
に
つ
い
て
は
３
月
中
を

目
途
に
直
接
販
売
予
定
。

問
フ
ッ
化
物
洗
口
に
つ
い
て
保

護
者
の
不
安
は
な
い
か
？

答
町
内
で
の
問
い
合
わ
せ
は
な

い
。
薬
剤
の
使
用
に
つ
い
て

は
歯
科
医
師
会
の
先
生
の
指
示
の
も
と

適
切
な
濃
度
で
実
施
し
て
い
る
。
13
保

育
所
１
０
０
％
、小
学
校
96
％
実
施（
申

し
こ
み
に
よ
る
実
施
）

問
26
年
度
事
業
説
明
に
ヘ
ル

シ
ー
ラ
ン
ド
、温
華
乃
遥
、高

山
の
温
泉
事
業
に
つ
い
て
、指
定
管
理

者（
社
協
）の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
や
る

気
を
お
こ
さ
せ
る
刺
激
、動
機
付
け
）を

高
め
改
善
を
図
る
と
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、平
成
27
年
度
指
定
管
理
料

は
、本
年
度
よ
り
減
額
し
た
債
務
負
担

行
為
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
事
業
の
推
移
を
み
な
が
ら
27

年
度
の
指
定
管
理
委
託
料
を

算
定
す
る
際
に
十
分
検
討
し
た
上
で
反

映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に

つ
い
て
今
年
度
か
ら
助
成
対

象
を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、助
成

方
法
を
全
て
償
還
払
い
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、医
療
費
削
減
の
工
夫
は
？

答
現
在
コ
ン
ビ
ニ
受
診（
時
間

外
・
休
日
受
診
）に
よ
り
医
師

の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
。
福
祉
課
・

保
健
環
境
課
連
携
し
た
活
動
に
よ
り
、

病
院
へ
の
か
か
り
方
や
病
気
へ
の
対
応

等
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

償
還
払
い
に
す
る
こ
と
に
よ
り
３
％
の

医
療
費
削
減
を
考
え
て
い
る
。

問
国
民
健
康
保
険
税
と
医
療
費

の
県
内
に
お
い
て
の
ラ
ン
ク

は
ど
の
あ
た
り
か
。

　

高
額
と
な
っ
て
い
る
原
因
の
追
求
は
。

答
Ｈ
24
年
１
人
当
り
の
国
民
健
康

保
険
税
は
10
万
８
９
８
９
円
、療

養
諸
費
は
32
万
３
９
９
１
円
、１
人
当

り
の
保
険
の
調
定
額
は
県
内
で
一
番
高

い
、当
町
は
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入

れ（
法
に
基
づ
く
繰
り
入
れ
を
除
く
）せ

ず
運
営
し
て
い
る
の
で
、国
保
の
運
営

面
か
ら
み
る
と
適
正
だ
と
思
わ
れ
る
。

厚生常任委員会所管課分
（税務課・町民課・福祉課・保健環境課）

使用するGPS発信機

生ごみ堆肥化商品（アミノスイート）

平成26年4月1日から
あさぎり町子ども医療費助成制度が変わります

・対象年齢が中学3年生までに拡大されます。

・�病院などの窓口で一部負担金をお支払いいただく

必要があります。

・�必要な場合は受診したその日に助成金を請求でき

ます。

・申請期限が6ヵ月以内になります。
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建設経済常任委員会所管課分
（農林振興課・商工観光課・建設課・上下水道課）

問
大
豆
生
産
規
模
拡
大
補
助
金

の
効
果
見
通
し
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
収

入
の
比
較
は
。

答
大
豆
12
万
円
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
８
万
円

と
試
算
し
て
い
る
。
生
産
意
欲

向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

問
有
機
農
業
推
進
補
助
金
の
利

用
使
途
は
。

答
有
機
セ
ン
タ
ー
堆
肥
の
助
成

で
あ
る
。
Ｈ
24
実
績 

42
団
体 

５
０
６
ｔ 

１
０
５
万
５
千
円
。

問
条
件
不
利
な
地
域
に
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
に
多

面
的
機
能
支
払
制
度
を
上
乗
せ
出
来
な

い
か
。答

現
在
、
中
山
間
地
域
で
41
集

落
、１
個
人
が
中
山
間
地
域
直

接
支
払
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。
今
後

慎
重
に
検
討
し
て
対
応
し
た
い
。

問
農
振
地
19
％
が
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
、多
面
的
機
能
支

払
制
度
の
両
方
に
乗
っ
て
い
な
い
が
。

答
制
度
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で
、

参
加
さ
れ
て
な
い
農
地
に
つ

い
て
は
積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い

く
。問

起
業
支
援
型
雇
用
創
造
事
業

の
内
容
は
。

答
民
間
企
業
か
ら
３
件
の
応
募

が
あ
っ
た
が
、今
回（
株
）新
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
3
名
雇
用
し
薬
草

栽
培
を
１
ha
作
付
予
定
。

問
道
路
維
持
費
の
中
で
多
良
木

相
良
路
線（
二
子
踏
切
）の
歩

道
整
備
は
。

答
平
成
26
年
度
事
業
と
し
て
県

に
要
望
し
て
い
る
。

問
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
東
屋
等

が
老
朽
化
し
て
い
る
が
、今
後

の
管
理
は
。

答
現
地
確
認
し
な
が
ら
管
理
を

行
う
。

問
道
路
維
持
費
の
登
記
業
務
は

ど
の
様
に
や
っ
て
来
た
の
か
。

答
現
在
職
員
１
名
で
現
年
度
分

を
処
理
し
て
お
り
、過
年
度
分

の
未
登
記
分
が
多
く
あ
る
。

問
須
恵
中
島
親
水
公
園
活
用
に

つ
い
て
。

答
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
須
恵
中
央
ハ
イ
ツ
の
応
募
状

況
は
。

答
32
名
が
応
募
、辞
退
３
名
、審

査
欠
格
６
名
、23
名
で
抽
選
を

行
っ
た
。

問
地
域
の
話
し
合
い
推
進
補
助

金
の
使
途
は
。

答
地
区
で
の
話
し
合
い
で
人
・
農

地
プ
ラ
ン（
担
い
手
育
成
）の

合
意
形
成
を
は
か
る
。

問
農
業
に
関
す
る
協
議
会
が
多

数
あ
る
が
、方
向
性
は
一
致
し

て
い
る
か
。

答
国
・
県
と
の
動
き
に
合
わ
せ
、

方
向
性
の
一
致
を
み
て
い
る
。

問
畜
産
振
興
事
業
補
助
金
の
ヘ

ル
パ
ー
事
業
へ
の
変
更
理
由

は
。答

使
用
頻
度
の
多
い
利
用
実
績

に
よ
る
組
み
替
え
。

多良木相良路線（二子踏切）

シンボルロードの東家
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問
子
ど
も
育
成
奨
励
支
援
事
業
の

全
国
大
会
へ
の
出
場
支
援
に
つ

い
て
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
当
初
、学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
延

長
に
よ
る
九
州
大
会
、全
国
大
会

に
出
場
と
す
る
生
徒
児
童
を
対
象
と
し

て
い
た
が
、学
校
活
動
以
外
の
ク
ラ
ブ
等

に
も
対
象
と
し
た
た
め
。

問
国
道
の
通
行
に
対
し
て
、危
険
箇

所
の
空
き
家
対
策
は
。

答
危
険
な
空
き
屋
の
所
有
者
に
つ

い
て
、現
在
取
り
壊
し
等
の
指
導

勧
告
は
行
っ
て
い
な
い
が
、通
行
の
阻
害

に
な
る
場
合
は
お
願
い
す
る
。

総
括
質
疑

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
任
意
保
険
料
の

内
容
は
。

答
受
託
者
側
が
負
担
し
、対
人・
対
物

無
制
限
、同
乗
者
、搭
乗
者
１
人

１
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
総
合
窓
口
と
東
庁
舎
、総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、議
場
の
移
転
に
つ
い
て
。

答
総
合
窓
口
を
優
先
し
実
施
し
た
い
。

他
の
庁
舎
移
転
は
時
間
を
か
け
て

検
討
し
た
い
。

問
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
の

予
算
が
削
減
さ
れ
た
理
由
は

（
１
８
０
０
万
減
）。

答
４
地
区
と
し
て
い
た
が
、３
地
区
と

な
っ
た
た
め
。

問
販
路
拡
大
事
業
の
予
算
減
額
理
由

は
。

答
事
業
費
の
見
直
し
を
行
い
、一
般

財
源
充
当
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

大
幅
に
減
額
し
た
。

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
顛
末

は
。

答
費
用
対
効
果
は
、販
売
面
か
ら
み

れ
ば
残
念
な
結
果
に
な
っ
た
が
、

総
合
的
に
は
様
々
な
取
組
み
が
で
き
た
。

町
民
に
は
４
月
号
の
広
報
紙
で
状
況
説
明

を
し
た
い
。

問
く
ま
川
鉄
道
の
田
園
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
関
連
の
予
算
計
上
は
。

答
今
回
、予
算
計
上
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
、岡
留
幸
福
駅
周
辺
整
備
に
つ

い
て
は
誘
客
促
進
を
図
る
意
味
合
い
か
ら

色
々
な
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
又
、現

在
は
く
ま
川
鉄
道
か
ら
の
要
望
を
受
け
各

駅
で「
お
も
て
な
し
隊
」を
組
織
し
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
社
の
あ
り
方
の
見

直
し
を
す
る
と
言
っ
て
き
た
が
、何

ら
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い
。
し
っ
か
り
と

方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
本
年
度
、振
興
社
の
あ
り
方
を
真
剣

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
深
田
高
山
全
体
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
飾
り
、観
光
客
の
誘
客
を

図
れ
な
い
か
。

答
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
は
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
可
能
性

は
あ
る
の
で
、検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
住
宅
建
設
費
の
設
計
監
理
費
が
高

す
ぎ
る
の
で
は
。

答
設
計
監
理
費
は
国
の
基
準
に
よ
っ

て
積
算
し
て
い
る
。
再
度
精
査
し

て
発
注
し
た
い
。

問
須
恵
町
営
住
宅
建
設
と
須
恵
小
学

校
複
式
学
級
の
回
避
は
。

答
入
居
要
件
は
、須
恵
地
区
か
ら
の
強

い
希
望
も
あ
る
の
で
今
後
慎
重
に

検
討
し
た
い
。
複
式
学
級
の
回
避
の
思
い

は
同
じ
な
の
で
、努
力
し
た
い
。

問
町
単
独
住
宅
の
払
い
下
げ
は
。

答
現
在
の
状
況
で
は
難
し
い
の
で
、投

資
額
を
回
収
し
た
後
に
払
い
下
げ

を
し
た
い
。

問
鳥
獣
被
害
防
止
事
業
費
で
、捕
獲
の

証
拠
と
な
る
部
位
は
国
内
統
一
さ

れ
て
い
る
か
。

答
鹿・
猪
は
尻
尾
で
あ
る
が
、国
内
統

一
さ
れ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

郡
市
内
は
統
一
さ
れ
て
い
る
。
写
真
添
付

も
お
願
い
し
て
い
る
。

倒壊が危ぶまれる空き店舗

くま川鉄道田園シンフォニー
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条 例 の 制 定 及 び 改 正

議案第81号
あさぎり町社会教育委員設置条例の一部を改正する条例の制定について

（社会教育法の一部改正に伴い、あさぎり町社会教育委員の委嘱の基準を定める
ため）

議案第79号
あさぎり町生涯学習センター条例の制定について

（あさぎり町生涯学習センター（旧免田中）を新たに設置するため）

議案第80号
あさぎり町文化財収蔵庫の設置及び管理に関する条例の制定について

（あさぎり町文化財収蔵庫（旧免田中）を新たに設置するため）

議案第82号
あさぎり町図書館条例の一部を改正する条例の制定について

（須恵文化ホール図書館を削除し、新たにあさぎり町生涯学習センター図書館を
加える）

議案第83号
あさぎり町須恵文化ホール条例の一部を改正する条例の制定について

（生涯学習センターの設置に伴い、図書館を多目的室に改める）

議案第84号
あさぎり町運動公園条例の一部を改正する条例の制定について

（あさぎり町営単独住宅須恵中央ハイツの整備に伴い、須恵地区グラウンドの用
途を廃止するため）

議案第85号
あさぎり町ヘルシーランド条例の一部を改正する条例の制定について

（あさぎり町ヘルシーランドにおいて、指定管理者の利用料金制を導入するため）

議案第86号

あさぎり町高齢者コミュニティセンター（高山荘）条例の一部を改正する条例
の制定について

（あさぎり町高齢者コミュニティセンターにおいて、指定管理者の利用料金制を
導入するため）

議案第87号

あさぎり町ふれあい福祉センター（温華乃遥温泉）条例の一部を改正する条例の
制定について

（あさぎり町ふれあい福祉センターにおいて、指定管理者の利用料金制度を導入
するため）

議案第88号
あさぎり町鍼灸治療費支給条例等の一部を改正する条例の制定について

（町が発送する公文書について、住民目線に立ったやさしい表現とするため）

議案第89号
あさぎり町定住促進条例等の一部を改正する条例の制定について

（定住促進事業を延長し、町内求職者の雇用促進をはかるため）−３年延長

議案第90号

あさぎり町駐車場条例の制定について
（あさぎり町あさぎり駅前駐車場条例を廃止し、新たにあさぎり町駐車場条例を
制定）
駅前駐車場→Ａコープ前裏口、八幡駐車場→あさぎり交番の裏

議案第91号
あさぎり町標準小作料協議会条例を廃止する条例の制定について

（平成 21 年の農地法改正に伴い、標準小作料制度が廃止され、改正農地法第 52
条により地域の実勢賃借料の情報を農業委員会で提供することになったことから）

議案第122号
あさぎり町の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

（代表監査委員の報酬の額を改定するため　6,800 円／日→ 12,000 円／日）
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【議員発議】
　球磨焼酎は、ガラとチョクで盃を交わしながら飲み、球磨拳を楽
しみ、食べ物は「ごちそうさん」の感謝の心と「もったいない」の
精神で、胃袋に消費することを推進する条例を全会一致で可決。

〈提案理由〉　
　戦国時代に大陸から球磨へと伝わった焼酎とその製法。以来 500 年、最も古い由緒と伝統
を誇り、その味と香りは杜氏たちの焼酎造りにかける情熱によって今も磨かれ続けている。
　世界に誇る「球磨焼酎」の消費拡大と今日では焼酎の飲み方が変わりつつある中で、古き
良き風習を見直し、ガラとチョクで盃を交わし球磨拳を楽しみ、出された料理は作る人への「ご
ちそうさん」の感謝の心と「もったいない」
の精神を持って、食べ物はそれぞれの胃袋
で消費することに努め、生ごみ排出減量に町
民挙げて取り組むことが、あさぎり町の財政
健全化に大きく貢献する事になる。
　あさぎり町誕生 10 周年を機に、古き良き
伝統文化を後世に引き継ぎ地場産業育成と
食育の充実を図るため、日本一長い条例を
提案する。
　提案者　溝口　峰男 議員
　賛成者　永井　英治 議員 球磨拳の楽しみ方を実演する徳永議員・田原議員

（指定管理者の指定について）

施設の名称 指定管理者 指定の期間

120 号 あさぎり町駐車場 あさぎり町商工会 H26.4.1 より５年間

112 号 ヘルシーランド

あさぎり町社会福祉協議会

H26.4.1 より２年間
　指定管理期間は、設置
者（町）における施設の
今後のあり方を含めた経
営改善施策の策定・実施
に要する期間を２年とし、
当該期間を指定管理期間
とする

113 号 高齢者コミュニティセンター高山荘

114 号 ふれあい福祉センター
（温華乃遥温泉）

115 号 有機センター （株）新和コンサルタント H26.4.1 より５年間

116 号 ふれあい物産館 （有）あさぎり町ふるさと振興社 　　　〃　

117 号 岡原農産物処理加工施設等 岡原やったろ会 　　　〃　

118 号 深田農産物処理加工施設 深田ふれあい会 　　　〃　

119 号 深田農産物直売施設 　　　〃　　 　　　〃　
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議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

25年度一般会計補正予算に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26年度一般会計当初予算に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の制定及び改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

◆３月第 10 回会議  議案表決一覧（抜粋）

※公共施設整備基金積立金　　　１億0,857万４千円
※財政調整基金積立金　　　　　２億0,304万６千円
※農地費　工事請負費　　　　　１億8,910万円
　　　　　設計委託料　　　　　　　　820万円
※担い手育成基盤整備事業
　　　　　資金償還金　　　　　　　2,075万円
※道路維持費・工事請負費　　　　　  4,600万円
※道路改良費・工事請負費　　　　　  3,397万円
※下水道事業特別会計繰出金　　　　9,788万円

平成25年度 一般会計補正予算（第7号）

歳入歳出それぞれ6億1,418万9千円を追加し
歳入歳出予算の総額が

114億6,276万円で可決

◎減額された予算もあります
ので、追加予算額と歳出の主
なものの合計金額は合致しま
せん。

主
な
も
の（
歳
出
）

永年在職議会議員表彰

　３月１４日 本町議会 溝口峰男議員が、町村議
会議員として 23 年以上在職し功労があったとし
て熊本県町村議会議長会より表彰されました。
　今後もご活躍を期待します。

　前年度の錦町議会活性化委員会のあさぎり町議
会研修をきっかけに、４月１０日あさぎり町にて
交流会を開催しました。
　お互いに球磨地域の中心地として情報交換を行
いながら、よりよい町づくりに繋げたいと活発な
会となりました。

錦町議会との交流会の開催
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9

一
般
質
問

田
原　

公
立
多
良
木
病
院
の
共
同
処
理

す
る
事
業
の
中
で
、
上
球
磨
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
加
わ
っ
て
い
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

福
祉
課
長　

当
時
、
資
格
を
有
す
る
職

員
の
配
置
が
町
独
自
で
で
き
た
こ
と
と

住
民
の
方
が
身
近
に
相
談
で
き
る
等
利
便
性
を
考
慮
し
て
町
単
独
、

直
営
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

田
原　

人
吉
球
磨
圏
域
で
は
広
域
行
政
組
合
を
設
立
し
、
八
つ
の
事

務
を
共
同
処
理
し
て
い
る
。
広
域
的
に
共
同
で
行
う
こ
と
が
効
率
的

か
つ
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
上
球
磨
四
か
町
村
で
運

営
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
か
。

福
祉
課
長　

共
同
で
事
業
を
し
て
い
る
の
は
上
球
磨
三
か
町
村
の

み
。
町
単
独
で
や
る
方
が
身
近
に
相
談
で
き
る
住
民
の
利
便
性
を
考

え
た
場
合
、
現
在
の
よ
う
な
直
営
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

田
原　

も
し
、
公
立
病
院
が
国
保
直
診
へ
移
行
す
る
な
ら
ば
、
共
同

事
業
と
し
て
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　

サ
ー
ビ
ス
が
後
退
し
な
い
よ
う
な
中
で
見
極
め
て
い
く
。

田原　健一 議員

 問 �地域包括支援センターの運営は
　　　  現状の町単独・直営がベターである

奥
田　

あ
さ
ぎ

り
町
消
防
団
は
、

町
村
合
併
以
来
、

機
械
器
具
の
導

入
と
改
善
、
詰

所
等
の
整
備
も

進
み
、
充
実
し
た
消
防
団
活
動
に
努

め
て
き
た
。
年
報
酬
の
改
定
に
は
一

度
も
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
ず
、
今
日

の
よ
う
な
消
防
団
員
の
減
少
が
進
む

中
に
お
い
て
は
、
団
員
が
少
し
で
も

魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
報
酬
等
の
見

直
し
も
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　

人
吉
球
磨
管
内
に
限
っ

て
比
較
す
る
と
、
極
端
に
高
く
も
な

く
低
く
も
な
く
、
中
ほ
ど
で
あ
る
と

い
う
認
識
で
い
る
。
全
般
的
な
団
員

の
処
遇
の
検
討
と
い
う
の
は
当
然
、

町
と
し
て
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

う
。

町
長　

報
酬
内
容
に
つ
い
て
は
球
磨

人
吉
の
中
で
の
平
均
な
水
準
に
ほ
ぼ

近
い
と
こ
ろ
で
あ
さ
ぎ
り
町
は
支
払

い
を
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
改
定

を
す
る
と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

奥
田　

定
数
が
７
５
０
名
か
ら
現
在

７
２
０
名
で
、
減
額
分
の
団
員
報
酬

の
上
積
み
を
現
在
の
消
防
団
員
に
付

加
し
て
や
る
の
は
ど
う
か
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

◎�

あ
さ
ぎ
り
町
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
つ
い
て
。

問 
消
防
団
年
報
酬
の
改
定
は

　
　
　

 
す
ぐ
に
改
定
を
す
る
と
い
う
状
況
で
は
な
い

奥田　公人 議員

町
長

福祉課長

人が登壇9

平成26年出初式

本庁舎横、総合福祉センター内
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9

一
般
質
問

問 �少子高齢化の中、税の負担と
　サービスのバランスを
　どうするのか
　　　地域で生きがいのもてる社会と、予防医療を基本に取組む

森
岡　

消
費
税
増
税
に
伴
う
物
価

の
上
昇
や
、高
齢
化
の
進
行
に
と
、

現
役
世
代
の
減
少
が
、介
護
保
険

料
の
負
担
増
に
な
る
。
増
大
す
る

社
会
保
険
給
付
と
介
護
保
険
事
業

を
ど
の
様
に
運
営
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

予
防
医
療
を
念
頭
に
、地

域
で
生
き
が
い
を
も
て
る
社
会
を

基
本
に
、ト
ー
タ
ル
的
な
介
護
と

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
組
み
た
い
。

森
岡　

次
期
介
護
保
険
法
の
改
正

に
向
け
た
取
組
み
で
、で
き
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、在
宅
を

基
本
と
し
た
取
組
み
と
、要
支
援

一
・
二
対
策
と
、地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
へ
の
取
組
み
は
ど
う
な
る

の
か
。

福
祉
課
長　

一
月
に
４
８
０
０
人

の
高
齢
者
の
方
に
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
し
て
お
り
、こ
れ
を
基
に
町

の
取
組
み
を
示
し
た
い
。

小
見
田　

温
泉
、
ふ
れ
あ
い
物
産
館
等
の

指
定
管
理
は
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
用
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減
も
大

き
な
目
的
と
思
う
が
、
現
状
は
、
本
制
度

に
そ
ぐ
わ
な
い
不
足
払
い
方
式
が
続
け
ら

れ
て
い
る
。
運
用
改
善
策
は
。

町
長　

指
定
管
理
制
度
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ

な
い
点
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
改
善
策

と
し
て
、26
年
度
に
向
け
、公
募
２
件
、ま

た
利
用
料
金
制
度
の
導
入
を
３
件
行
う
。

小
見
田　

現
場
で
働
く
人
達
の
声
を
聞
き
、

や
る
気
を
喚
起
す
る
機
会
を
設
け
る
べ
き

と
思
う
が
。

町
長　

年
に
一
度
で
な
く
、
時
々
協
議
し

な
が
ら
改
善
を
図
る
。

小
見
田　

上
球
磨
消
防
署
庁
舎
の
耐
震
化

改
修
、
西
分
署
設
置
、
消
防
組
合
の
郡
市

一
本
化
は
、
セ
ッ
ト
と
し
て
取
り
組
む
事

が
球
磨
郡
内
の
消
防
力
強
化
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
郡
市
の
首
長
さ
ん
と
の
連
携
を

よ
り
強
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

事
務
レ
ベ
ル
の
人
吉
球
磨
消

防
力
強
化
検
討
会
が
発
足
し
た
。

問 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
の
現
状
認
識
は

　
　

   

指
定
管
理
制
度
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
点
も

　
　

  

あ
る
と
思
っ
て
い
る

町
長

小見田　和行 議員

町長

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさま
ざまな角度から町政について質
問する。

9

森岡　勉  議員

指
定
管
理
制
度
（
地
方
自
治
法
改
正
）
の

概
要

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
（
平
成
15
年

9
月
2
日
施
行
）
に
よ
り
公
の
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ

れ
た
。

改
正
趣
旨

　

公
の
施
設
の
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

管
理
を
行
う
た
め
、
そ
の
管
理
に
民
間
の

能
力
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
正

な
管
理
を
確
保
す
る
仕
組
を
整
備
し
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
経
費
の
節
減
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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加
賀
山　

介
護
保
険
改
正
後
も
見
据
え
た
高

齢
者
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長　

現
在
41
行
政
区
で
サ
ロ
ン
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
全
区
開
催
を
目
指

し
た
い
。

加
賀
山　

今
後
空
き
施
設
を
い
か
に
活
用
す

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
町
の
財
源
は
厳
し
く
な

る
一
方
、
長
野
県
栄
村
の
「
下
駄
履
き
ヘ
ル

パ
ー
」
の
よ
う
に
自
分
達
の
地
域
は
自
分
達

で
支
え
る
、
そ
ん
な
発
想
を
町
と
し
て
発
信

し
続
け
て
欲
し
い
。

町
長　

団
塊
の
世
代
へ
の
対
応
も
含
め
、
介

護
支
援
が
利
用
で
き
な
い
方
が
出
て
こ
ら
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。
お
互
い
に
助
け
合
う
仕

組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。
例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
続
く
た
め
に

何
を
し
て
い
く
か
等
が
今
後
の
課
題
。
知
恵

と
工
夫
を
も
っ
て
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

◎�

生
涯
学
習
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

｜

地

域
の
元
気
づ
く
り
は
集
ま
る
こ
と
が
第

一
歩
。
行
政
主
導
で
な
く
町
民
主
体
で

あ
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

　

◎
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
に
つ
い
て
。

問 

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
対
策
の
充
実
へ
の

　

 

取
り
組
み
は

相
互
扶
助
へ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
知
恵
と

工
夫
で
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

問 防火防災並びに救急医療体制の強化に
　消防署西分署の設置を
　　  上球磨消防組合に文書で申し入れをしたい

一
般
質
問

徳
永　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
消

防
団
員
の
数
が
減
少
し
て
お
り
町
で

も
自
主
防
衛
組
織
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
も

12
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
火

災
は
迅
速
な
初
期
消
火
が
原
則
で
あ

る
。
公
立
多
良
木
病
院
の
医
師
不
足
に
よ
り
人
吉
総
合
病
院
へ
の

救
急
患
者
の
搬
送
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
決
を
図
る

に
は
上
球
磨
消
防
署
の

西
分
署
を
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

町
長　

消
防
車
或
い
は

救
急
車
と
も
に
遠
い
距

離
に
あ
る
事
か
ら
町
と

し
て
の
大
き
な
解
決
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
ず
は
そ
の
条
件
と
し

て
上
球
磨
消
防
署
と
下

球
磨
消
防
署
の
連
携
統

合
を
優
先
課
題
と
し
て

進
め
た
い
。

徳
永　

今
の
状
況
か
ら

し
て
そ
の
よ
う
な
事
は

抜
き
に
し
て
、
防
災
・
防
火
・
救
急
医
療
体
制
を
強
化
す
る
事
が

第
一
先
決
と
考
え
る
。
財
政
的
な
絡
み
も
あ
る
の
で
、
町
長
の
胸

の
内
も
わ
か
る
が
任
期
中
に
分
署
設
置
の
道
筋
を
つ
け
て
頂
き
た

い
。

町
長　

上
球
磨
消
防
組
合
に
文
書
で
も
っ
て
申
し
入
れ
を
す
る
。

加賀山 瑞津子 議員

徳永　正道 議員

上球磨消防署東分署（水上村）

町
長

町長

下
駄
履
き
ヘ
ル
パ
ー
と
は

　

人
口
２
３
６
０
人
、
高
齢
化
率
45
％
の
長

野
県
栄
村
で
行
わ
れ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
活

動
。

　

隣
近
所
な
ら
下
駄
を
履
い
て
真
夜
中
で

も
、
雪
の
中
で
も
駆
け
つ
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
。
65
才
以
下
の
7
人
に
1

人
が
ヘ
ル
パ
ー
と
い
う
地
域
。
住
民
パ
ワ
ー

に
よ
る
、
住
民
に
よ
る
安
心
ネ
ッ
ト
で
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
郷
土
で
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
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橋
本　

第
２
次
あ
さ
ぎ
り
町
総
合
計
画
の
中

で
、
生
命
財
産
を
守
る
防
災
防
犯
交
通
安
全

対
策
の
充
実
を
図
る
上
で
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長　

地
域
防
災
の
中
心
は
、
消
防
団

と
認
識
し
て
い
る
。
消
防
団
の
育
成
強
化
プ

ラ
ス
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
含
め
、
地
域
の
役
員
さ

ん
で
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
育
成
の
手
伝
い
を

し
て
い
き
た
い
。

橋
本　

自
主
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
講
座

を
開
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

具
体
的
に
定
期
的
な
講
座
に
な

る
か
別
と
し
て
そ
う
い
う
場
を
な
る
べ
く
多

く
設
定
し
て
、
地
域
の
中
で
防
災
に
対
し
て

の
認
識
を
深
め
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
つ
い
て

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
。

橋
本　

町
・
地
域
づ
く
り
は
「
人
づ
く
り
」。

地
域
で
の
町
の
果
た
す
役
割
は
。

町
長　

人
の
意
識
が
大
事
だ
と
思
う
の
で

年
１
回
か
２
回
か
は
、
防
災
の
意
識
づ
け

の
講
座
を

開
き
今
年

も
避
難
訓

練
を
行
い

た
い
。
町

の
活
性
化

に
及
ん
で

も
人
に
焦

点
を
当
て

て
前
向
き

に
活
動
し

て
い
く
環

境
を
作
っ

て
い
き
た

い
。

※
そ
の
他
の
質
問

　

◎�

森
園
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
者
増
加
を
図

る
対
策
に
つ
い
て

問 ２つの温泉施設の今後は
　　 2 年の指定管理期間内に方向性を見出したい

問 
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は

　
　

�
年
に
１
、２
回
は
防
災
の
意
識
づ
け
の

講
座
を
開
き
た
い

一
般
質
問

永
井　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
と
温
華

乃
遥
温
泉
の
２
つ
の
温
泉
施
設
に

は
、
毎
年
高
額
な
指
定
管
理
委
託

料
を
払
い
続
け
て
い
る
。
１
つ
の

町
に
同
じ
よ
う
な
公
共
の
温
泉
施

設
が
２
つ
も
存
在
す
る
事
自
体
、

非
常
に
疑
問
に
思
う
が
。

副
町
長　

２
つ
の
温
泉
施
設
の
存

在
意
義
と
役
割
を
見
直
す
意
味
で

も
、
今
回
指
定
管
理
期
間
を
２
年

と
決
め
た
。
２
つ
の
施
設
の
役
割

は
、
設
立
当
時
の
地
域
性
も
尊
重

す
る
必
要
が
あ
る
し
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
お

ら
れ
る
か
は
大
変
重
要
な
要
素

だ
。

永
井　

公
共
の
温
泉
は
ど
ち
ら
か

１
つ
に
し
て
、
も
う
１
つ
は
色
々

な
活
用
策
を
考
え
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
温
泉
が
果
た

し
た
役
割
、
目
的
を
認
識
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
利
用
者

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
地
域
の
活
性

化
を
維
持
で
き
る
事
を
ど
う
見
出

し
て
い
く
か
、
２
年
の
指
定
管
理

期
間
内
に
議
会
と
共
に
方
向
性
を

見
出
し
た
い
。

橋本　誠 議員

永井　英治 議員

ヘルシーランド

温華乃遥温泉

柳別府地区消防ＡＥＤ訓練

町
長

町長
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久
保　

あ
さ
ぎ
り
町
で
は
、
昭
和
60
年
以

降
人
口
が
減
り
続
け
、
社
会
保
障
費
の

増
加
、
各
家
庭
の
収
入
の
低
下
、
金
融

資
産
の
取
り
崩
し
が
起
こ
っ
て
い
る
。

　

11
〜
2
年
後
に
は
生
産
年
齢
人
口
が

極
端
に
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
強
く
認

識
す
る
べ
き
。

　

人
口
オ
ー
ナ
ス
期
の
地
域
が
経
済
成

長
を
維
持
す
る
に
は
、
①
社
会
保
障
を

整
備
し
、
世
代
間
格
差
是
正
に
取
り
組

む
こ
と
、
②
女
性
や
高
齢
者
の
雇
用
を

促
進
す
る
こ
と
で
労
働
力
率
を
高
め
る

こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

　

以
上
を
考
慮
し
て
、
町
民
が
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
政
策
を
策
定
し
て
い
く
べ

き
だ
。

町
長　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
人
口
が
減

少
す
る
こ
と
は
前
提
条
件
と
し
て
捉
え

て
い
る
。
①
と
②
は
大
事
だ
と
考
え
る
。

久
保　

普
通
建
設
事
業
の
削
減
等
が
避
け

ら
れ
な
い
財
政
状
況
に
な
り
大
き
な
痛

み
が
伴
う
場
合
、
職
員
の
人
件
費
、
議

員
報
酬
等
も
含
め
、
議
論
す
る
べ
き
で

は
。

副
町
長　

公
共
事
業
は
補
助
事
業
を
主
と

し
て
一
般
財
源
は
あ
ま
り
使
わ
ず
建
設
債

も
3
億
５
０
０
０
万
円
の
上
限
を
設
け
、

後
世
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

問 
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
と
財
政
規
模
の

　

 
縮
小
を
前
提
と
し
た
行
財
政
運
営
は

人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
く

久保　尚人 議員

一
般
質
問

町
長

　

平
成
26
年
２
月
27
日
午
前
10
時
よ
り

人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
・
大
会
議

室
に
て
、
平
成
26
年
度
第
１
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
会
期
を
３
月
28
日
ま
で

と
し
た
。

　

初
日
は
、
議
案
第
１
号
か
ら
14
号
ま

で
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。

　

第
1
号
の
規
約
の
一
部
変
更
・
第
９

号
か
ら
14
号
ま
で
の
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
は
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

　

議
案
第
２
号
は
、
一
般
会
計
25
年
度
補

正
予
算
で
、
免
田
し
尿
処
理
場
解
体
工

事
に
係
わ
る
工
事
費
並
び
に
施
工
管
理

業
務
委
託
費
の
減
額
８
，３
１
４
万
１
千

円
に
よ
る
債
務
負
担
行
為
補
正
及
び

免
田
葬
祭
場
施
設
整
備
事
業
費
の
減
額

１
２
０
万
円
に
よ
る
地
方
債
補
正
が
主

な
も
の
で
あ
る
。

　

議
案
第
３
号
は
、
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
特
別
会
計
補
正
予
算
（
減
額
１
，

９
９
３
万
３
千
円
）、
議
案
第
４
号
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予

算
（
増
額
３
２
２
万
７
千
円
）
は
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

◎�

議
案
第
５
号　

平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
25
億
４
，０
１
５
万
４
千
円

◎�

議
案
第
６
号　

ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特

別
会
計
予
算
１
億
５
，１
８
４
万
１
千
円

◎��

議
案
第
７
号　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

�

特
別
会
計
予
算
３
億
７
，４
７
９
万
７

　

千
円

◎
議
案
第
８
号　

一
般
会
計
経
費
の
負
担

金
の
総
額（
あ
さ
ぎ
り
町
負
担
金
２
億
９
，

２
６
０
万
７
千
円
）に
つ
い
て
は
、３
月
28

日
に
審
議
採
決
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

平
成
25
年
第
２
回
定
例
会
が
、平
成
25

年
12
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、平
成
24
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
、歳
入
総
額
、

６
億
１
７
７
１
万
６
千
円
、歳
出
総
額
が

６
億
１
７
８
万
２
千
円
、歳
入
歳
出
差
引

額
１
５
９
３
万
４
千
円
の
報
告
が
あ
り
、原

案
の
通
り
認
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
が
、２

月
28
日
開
催
さ
れ
、平
成
26
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
予
算
が
、10
億
５
千
万
円
と

す
る
提
案
が
あ
っ
た
。
今
年
度
は
、前
年

度
に
比
べ
て
５
億
３
４
０
０
万
円
の
増
額

予
算
で
あ
る
が
、こ
れ
は
、「
消
防
救
急
デ

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

議
会
報
告

上
球
磨
消
防
組
合
議
会
報
告

【
人
口
オ
ー
ナ
ス
】

　

人
口
構
成
の
変
化
が
経
済
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
に
作
用
す
る
状
態
。
オ
ー
ナ
ス
と
は
、「
重
荷
、

負
担
」
と
い
う
意
味
。
逆
に
、
人
口
構
成
の
変

化
が
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
状
態
を
「
人
口
ボ
ー

ナ
ス
」と
い
う
。少
子
高
齢
化
の
進
む
日
本
で
は
、

人
口
に
占
め
る
働
く
人
の
割
合
が
低
下
し
て
お

り
、
経
済
政
策
な
ど
を
考
え
て
い
く
上
で
人
口

オ
ー
ナ
ス
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い

る
。

【
生
産
年
齢
人
口
】

　

年
齢
別
人
口
の
う
ち
労
働
力
の
中
核
を
な
す

15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
口
層
。
こ
れ
に
対
し

15
歳
未
満
の
年
少
人
口
と
、
65
歳
以
上
の
老
年

人
口
を
合
わ
せ
た
も
の
を
被
扶
養
人
口
と
い
う
。
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そ
の
な
か
で
、補
助
金
が
毎
年
減
額
さ

れ
そ
の
分
を
他
の
事
業
か
ら
収
入
を
得

な
け
れ
ば
会
社
の
継
続
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

　

�　

早
急
に（
有
）あ
さ
ぎ
り
町
ふ
る
さ
と

振
興
社
の
抜
本
的
改
革
を
行
い
事
業
収

益
が
見
込
め
る
部
門
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
に
努
め
る
こ
と
。

付
託
案
件
の
報
告

１�

、
平
成
25
年
度
12
月
定
例
日
に
委
員
会

付
託
と
な
っ
た
町
道
下
里
高
山
Ｂ
線
と

町
道
植
深
田
高
山
Ａ
線
の
舗
装
要
望
に

つ
い
て
は
、
去
る
２
月
13
日
、
建
設
課

か
ら
説
明
を
受
け
現
地
調
査
を
行
い
、

委
員
会
と
し
て
は
、
公
益
性
、
利
便
性

か
ら
も
妥
当
で
あ
る
と
の
意
見
の
一
致

を
み
た
の
で
採
択
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

�

２�

、
諏
訪
神
社
か
ら
多
良
木
町
松
ヶ
野

地
区
へ
通
じ
る
町
道
の
舗
装
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を
建

設
課
へ
調
査
依
頼
し
継
続
調
査
と
し

た
。

　

そ
の
後
ク

ラ
ス
毎
に
分
か

れ
て
生
徒
達

と
給
食
を
共

に
し
た
。
保
温

状
態
に
つ
い
て

心
配
が
あ
っ
た

が
、
メ
ニ
ュ
ー

内
容
等
の
感
想

を
聞
い
た
と
こ

ろ「
毎
日
美
味

し
く
食
べ
て
い

る
」「
満
足
し
て
い
る
」と
の
返
事
が
あ
っ
た
。

平
成
26
年
2
月
6
日（
木
）

　

①
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
営
状
況

　

②�

あ
さ
ぎ
り
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
助

成
事
業

　

③�

Ｊ
Ａ
く
ま
福
祉
の
里「
木
綿
葉
」第
二

施
設
建
設
計
画

　

④�

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
中
間
処
理
施
設

工
場
。

　

⑤
温
泉
施
設

の
指
定
管
理
。

　

5
つ
の
事
業

に
つ
い
て
説
明

報
告
を
受
け

た
。

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ

ン
ド
、
ふ
れ
あ

い
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
高
山
荘

ジ
タ
ル
無
線
整
備
事
業
」等
に
関
わ
る
増

額
で
あ
り
、こ
れ
に
は「
緊
急
防
災
・
減
債

事
業
債
」を
起
債
す
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

　

第
1
回
定
例
会
は
、
3
月
3
日
に
開

催
さ
れ
、
一
般
質
問
で
は
住
民
が
心
配

す
る
医
師
招
聘
活
動
や
病
院
運
営
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
行
政
報
告
で
は
、

医
師
不
足
で
診
療
へ
の
影
響
が
出
て
い

る
が
、
招
聘
活
動
の
成
果
も
現
れ
て
い

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。
26
年
度
の

病
院
、
老
健
、
検
診
事
業
の
収
益
的
収

入
を
43
億
４
，９
０
３
万
円
、
純
利
益
を

３
８
０
万
円
と
見
込
む
。
あ
さ
ぎ
り
町
の

負
担
金
は
、
老
健
事
業
の
特
別
交
付
税

２
，０
７
３
万
８
千
円
を
主
と
す
る
２
，

２
７
８
万
２
千
円
。

平
成
26
年
1
月
31
日（
金
）

　

中
学
校
の
授
業
状
況
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
の
進
捗
状
況
を
視
察
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
状
況
に
関
し
て
は

計
画
通
り
に
進
ん
で
お
り
、目
的
で
あ
る

排
水
対
策
の
解
決
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
視
察
時
に
周
辺
の
樹
木

が
体
育
行
事
に
支
障
を
き
た
す
の
で
は
な

い
か
と
委
員
よ
り
指
摘
が
あ
っ
た
。

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院

企
業
団
議
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

深田下里高山線

の
3
つ
の
温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者
を
あ

さ
ぎ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
、指
定

管
理
期
間
を
2
年
間
と
す
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
2
年
間
で
事
業
を
見
直
し
方
向

性
を
示
す
こ
と
に
つ
い
て
、委
員
会
と
し

て
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

平
成
26
年
３
月
４
日

（
１
）�農
林
振
興
課
か
ら
町
有
林
・
財
産
区

の
平
成
26
年
度
伐
採
計
画
に
つ
い
て

　
　

�

畜
産
事
業
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

�　

�

ふ
れ
あ
い
物
産
館
の
指
定
管
理
に
つ

い
て

（
２
）�商
工
観
光
課
か
ら
販
路
拡
大
事
業
に

つ
い
て

（
３
）�上
下
水
道
課
か
ら
あ
さ
ぎ
り
町
水
道

整
備
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

下
水
道
料
金
賦
課
漏
れ
問
題
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
審
議
を
し
た
。

２�

、
平
成
26
年
２
月
24
日

（
１
）�農
林
振
興
課
か
ら
ふ
れ
あ
い
物
産
館

の
指
定
管
理
に
つ
い
て

（
２
）�商
工
観
光
課
か
ら
販
路
拡
大
事
業
に

つ
い
て
。

委
員
会
の
意
見

①�

ふ
れ
あ
い
物
産
館
の
指
定
管
理
先
で
あ

る（
有
）あ
さ
ぎ
り
町
ふ
る
さ
と
振
興
社

が
、販
路
拡
大
事
業
も
委
託
さ
れ
事
業

を
実
施
す
る
が
、（
有
）あ
さ
ぎ
り
町
ふ

る
さ
と
振
興
社
の
運
営
は
、町
の
補
助

金
と
指
定
管
理
委
託
料
が
主
で
あ
る
。

グラウンド排水対策工事の状況確認廃プラスチック等中間処理施設（宇土市）
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フ
ィ
ッ
ク
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編
集
後
記

　

３
・
４
月
の
別
れ
と
出
会
い
の
季
節

が
終
わ
り
、春
暖
か
い
過
ご
し
や
す
い

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

広
報
調
査
特
別
委
員
会
も
１
年
が
経

ち
、今
号
が
最
後
の
編
集
と
な
り
ま
し

た
。
町
民
の
皆
様
に
手
に
取
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、わ
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
誌
面
づ
く
り
を
心
掛
け
て
、や
っ

て
き
ま
し
た
が
、ま
だ
ま
だ
不
十
分
な

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
反
省
し
て
い

ま
す
。
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
今

後
も
議
員
活
動
、町
民
の
皆
様
の
声
が

届
く
よ
う
頑

張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の

で
、
宜
し
く

お
願
い
致
し

ま
す
。

（
豊
永
喜
一
）

町 民 声の

今後も安心して暮らせるあさぎり町を

免田西

尾 方 英 優

　私が就農し、あさぎり町に住む農業後継者の一人となって８年が
過ぎました。そして、私が生まれた年から続いている我が家のコシ
ヒカリの田植えも４月で３２回目を迎えます。
　毎日が自然と付き合いながらの作業です。
　農業はあさぎり町の主要な産業の一つであり、町全体が高齢化と
いう問題を抱えています。このまま高齢化が進み、働き手が減少す
ると、生産力が低下しさらには税収へと影響を与えるのではないか
と考えます。
　そのためにも農業後継者育成の支援を希望します。農業がもっと
多くの方から後を継ぎたいと言える産業になったらと思います。
　また、限られた予算の中で大変とは思いますが、全体とのバラン
スを考えて町民が快適に暮らしていくためにも高齢社会対応のイン
フラ整備の推進も必要です。今後も安心して暮らしていけるあさぎ
り町となりますよう町当局・町議会のみなさまのご尽力に一町民と
して期待をしております。

岡原熊野

杉 山 智 美

　新学期を前に、束の間の春休みに心躍らせる子ども達。
　娘と一緒に高校の合格発表を見に行き、お世話になった方々に喜
びとお礼のご報告をした一年前の事が思い出されます。生活もガラ
リと変わり、一番の電車に乗る子どもに、私は早起きして弁当を作り、
主人は駅まで娘を送ったり、夜は交代で塾の送迎と、毎日が慌ただ
しくなりました。下の息子は中学生なので毎日給食です。
　先日、給食の試食会に参加させていただいたのですが、限られた
予算の中で栄養バランスを考え熊本の特産品を使ったり、いろいろ
な土地の名産品を使って工夫をされたメニューだったり、時には珍
しすぎて、「普通の定番のメニューで良いのに。」と子ども達が言う
こともありますが、調理される方をはじめ給食にたずさわっておら
れる方々の苦労やご協力により、子どもたちが給食を食べさせても

らえる事に有難さを実感させられました。
　たまたまかもしれませんが、この日参加された方の多くはご高齢の方々でした。学校のＰＴＡ
などであさぎり中学校でも給食費の未納があると聞きました。そういうった方々も含め、実際に
給食を食べている子どもたちの親世代の方々にもっと参加していただき、お弁当を毎日作らなく
ても、しっかりとした内容の濃い昼食を食べさせられる、給食の有難さを体験して気づいていた
だけたらと思います。
　これからも、子どもたちの為に、美味しい給食をよろしくお願いします。

給食の試食会に参加して

あさぎり町議会だよりは
ホームページでもご覧頂けます。

委
員
長
　
豊
　
永
　
喜
　
一

副
委
員
長
　
加
賀
山
　
瑞
津
子

委
　
　
員
　
溝
　
口
　
峰
　
男

小
　
出
　
高
　
明

久
　
保
　
尚
　
人

橋
　
本
　
　
　
誠

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
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団
入
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団
式
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け
る
新
入
団
員
の
誓
い
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